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自然公園法の宿泊施設設置基準に
関する制度と運用
－上高地地区を事例に－
小祝慶紀＊
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１．はじめに
ｒｌ然公|詞IIill度の'二|的は，優れた'二|然瓜景地の保護と利)l]の増進を図るこ
とによって，国民の保健，休養及び教化に資することである（自然公園法
(以下「法」という）１条)。この[|的を達成するため，公園内に地域や地
椀区分を設け開発行為の規flillを行ってきた。しかし，一方では，利用の増
進を図るため「柱々にして観光開発がl｛(i進されることとなり，自然破壊を
拳固こ}ご館大学法学部非常勤識liili
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もたらしてきた｡｣')のも事実である。
さらに，ここ数年の'１１高年の幾111,百名lll登'11等のブームによる，’二l然
公|亜|の過剰利)1]の'１１１題も再び収'）ざたされている。’二|然公風の利Ⅱ)|]的
は，雄大なＦ１然にふれることで，’三|常体験することができない，感銘を得
ることであろう。しかし人気のある'二|然公|刺の特定地域への柴｢lli19な利
)１１により，Ｆｌ然環境の享受を'三|的としながら，その'二|然を破壊しかねない
状況が続いている。
そこで本研究は，保護，利)|]と過剰利用との'3M皿から'41然公園，特に|玉｜
立公園におけるlEllⅡの宿in施設の'''１題を検討する。過剰利)1]に関する先１丁
研究は多い2)が，その多くは特定の利川施設等に1Mするものではなく，各
'二I然公園の収容力に関するｲﾘ|:先である。したがって本研究のような宿泊施
設そのものへの)jMIlillや現状に関する先行研究はない。具体的には「宿舎，
lIl小屋等の民11Mの耐lL1施設がどのような維絲で設置され，その後拡張され
てきたか。今後，過剰利用をIH1接的に管理するため，イiZi柏施設への蝋IIillは
どうあるべきか｡」という''１１題を検討する。このことで，宿ir1施設の週１K
規模と利用者に対して一定の利)'１)JiLIlillが可能となる。
そのため水稲では，妓初の段|勝として，現状の終理とＩｌｌＩ題のI11IllIを行
う。まず，同然公園法を慨１１:Mし，保謹と利)＝|]の法内容の確認をｲ了う。その
なかで宿泊施設に係る蝿ilillと設世の離準を整II1する。次に具体的な事例と
して，’ごl'部|Ⅲｉｆ公Nil内の上高地地区を取り」こげ，宿1141施設に対･する規Ilill基
ii((;を報杵する。そして，最後に御Ｆ１施設と保謹，利川との関係について，
今後のｲﾘ|:先へ繋げる'１M)趣を示す。
ﾉﾉⅡ藤［2004］ｐ､２８３
先行|i)｢先として，「|然公園における収容ﾉﾉの考えノハｉｉＭｊ等については，麻１１ミ［2()()5］ｐｐ、
20-23．共体ｉＩ９な訂Ｍ§・分析を行った(i)｢究は，Ⅲ光|玉|立公隙Iの１６瀬地域が川俣［1999］ｐｐ、
326-359,（11ｲ）IdiiMIII雛財卜１１［2()()5］１)1).24-27,大雪lllM17:公Nil，入野'１１におけるi側|;調
ｲIﾐは愛１１１［2()05］１〕1).28-31，アメリカの洲州＃|ﾀﾞｌｌについてはＩＩｌﾉ|Ⅷ2005］ｐｐ､32-35などが
ある。
l） 
2） 
'二1然公Ｎｉｌ法の１iiiil'１)Iim設i没ｉｉｌｉﾘＭ(iにⅡMするIlill度と述111 277 
1．自然公園制度の概要
1-1自然公園法の概要
わが'正|の'二|然公Milに関する法ilill度は，1931年に|玉|立公図法がIIiII定された
のが始まりである。その後'957年に国定公|利，都道府ﾘ,L立'４１然公|素|を包括
した'二|然公Mil法が成立した。さらに幾度の攻Iliを経て，2002ｲﾄﾞに－W|l法政
IEされ現在に至っている。
１－２自然公園の概要
’二|然公朧|とはい優れた'二|然の瓜鼓を保遡し，その利)'１の墹進を図')，国
民の保健，休養及び教化に資することを|]的（法1条）として設立され
た，’五|立公lilil，｜玉|定公瞳|，;Iill道府UiL立'二|然公|刺の三枕をいう。
それぞれ，｜工|立公|刺は，わが国の１１１１Ｗ;を代表する傑11)した|÷|然の瓜漿地
(法２条川[)，国定公ljMは，｜玉1立公|刺にＩ((;ずる優れた|:|然の瓜景地（法２
条３項)，都道府UiL立'二|然公liilについては，優れた'二|然の瓜餓地であって，
都道111:県が指定するもの（法２条４１T〔）というように定義されている。
このうち本稿でllll)_上げる|工|立公Nilの，’４１然公|京|法に」|ｉｆづく許認可聯の
行政的符11'1責柾者は，職境行である。
1-3自然公園管理の特性
わが'玉|の|当|然公Nilは，ｌ川の所ｲ『樅に'1Mわらず，公lWilとなる地域を脂定
し，｜)１１発行為規Iljllを設雄して管1Mされている｣也域IIill公|蕊|である。これに対
し，アメリカなどのrl然公ljMilは，二Ｕ山のmiｲ１.椛仙111樅を国が取得して，
一元的に↑刊1されている徴進物公lWilである。
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2．国立公園
2-1国立公園の概要
わが国の国立公園は，1934年（昭和９年）に,l1iJ寒，大雪山，’三l光，１１１
部'11岳，瀬戸内海，雲仙，阿蘇，霧島の８地域が指定されたのが最初であ
る。その後，指定地域が拡大し，現在では28地域が指定されている3)。国
立公瞳|の総面積は約206万ｈａで，｜玉|土i]､積の約5.5％を占める（表ｌ）。
その面積はわずかずつではあるが拡大している（表２)。
しかしこの土地は前節で概説した通り，地域制公園のため国有地だけで
はなく私有地も含まれている。さらに国有地に占める環境省の所有地は極
表１国立公園面積総括表
噺
出川ｉ：120051二1然公|藁|の手リ|き」より作成
表２国立公園面積の推移
'１１所：「2005自然公臆|の手ﾘlき」より作成
3）村(|』［2005］に詳しい。村}|}［2005］は，Ｉﾘ胎期から昭和初期までの|玉1立公園の成立過腺を
まとめたものである。
公園数
2８ 
公園面積
(ha） 
2.06ＬＯ４０ 
|到土面
積に対゛
する比
率(％）
5．４５ 
内訳
普通地域
ini積(ha）比率(％）
590,354２８．６ 
年度 1998 1999 2000 2001 2002 2003 
面積（ha） ２，０４６，６３５ 2.046.508 2.05Ｌｌ７９ 2.056.556 ２．０５８．０９５ 2,061040 
|÷|然公|刺法の櫛nliij設設世｣i唾|(iに関するilill度と連)Ⅱ
表３国立公園土地所有別面積総括表＊
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＊｜ＴＩ立公|蕊|内環境杓所符地（〃i符換等によるもの：柴'1Ⅱitj設地区，地区）
Ⅱ}所：「20051二I然公|堂1の手ﾘ|き」より作成
端に少ない（表３)。
2-2国立公園の保護と利用の計画
（１）公園計画及び公園事業の体系
国立公園の保護又は利)1]のため，公lWiil計画（法２条５項）と，それに基
づいて執行する公園事業（法２条６項）とを決定する。
公|強|計画は，規IIill計imiと施設計lmiに大別され，さらにUiMlill計画iが保護帆
ilill計illHと利)]]規iIill計1miとに，施設計Ⅲiは，保護施設計iullと利)|]施設計imiと
に区分される（|又'１）。
（２）公|亜Ｉ計画の)jlMill計imi
①保護規flill計画
｜正|立公'五|の保誕のため，公園計imiに』ｉｆづき公１重|内に特別地域，海'二Il公|亜｜
地区，普通地域とに区分することが保艘jUiLIIillの'１１心である。特別地域にお
ける帆ilillの程度によって，第１極特別地域，第２椀特》'１地域，第３枕特別
地域とに地種区分している（表４）。そして，特に必要のあるときは，特
別1山域内に特別保謹地区を指定できる（法14条)。
②利川規flill計imi
利)ⅢliMIill計画とは，「利Illに|際しての一定の行為を禁｣|:．Ililll狼する}背世
を定める等，公園利)'1態様の調整を行う」')ものである。利川規Ilill計画と
して，2002年の法改J[で，利)|]調轆地|スの指定fIill度が導入された。利川調
国ｲ｢地 うち環境省所符地 公ｲj地 私ｲ｢地 所有lＸ分不lﾘＩ
iＭｉ（ha） １．２８０．０７(） 4.599 2６０．１２５ 520.8()５ 4０ 
率（％） 6２．１ ０．２ 1２．６ 2５．３ 0.0 
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図１公園計画及び公園事業の体系図
迅巧［・規稻迅電
【
公園事業執行
＊都道府県立公園については、都道府県条例にて定めることとしている。（§59～68）
IIl所：「2()05111然公|《ilの千びき」
4）力Ⅱ藤［20(》l］１).282.
国立・国定公園区域指定（§５，６）
利用規制計画保腹規制計画 保獲施設計画 利用施設計画
公園計画（§７
￣￣■■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣●--￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■■■￣￣￣■■￣￣￣￣￣ 
規制計画
８） 
施設計画
公園事業（§９．１０）
蕊iilDiJ
ｌ４Ｉ然公|瀧I法の１i'iilL〃血設i没iｾﾘiLjilliに関するIlilll史と述川
表４国立公園地種別面積総括表
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lllwi：「2005121然公MiIの手ﾘ|き」より作成
整地区とは，１王|立公|刺の肌致又は策１１１Mのﾙlli持とそのjlimなｌｌｌ川をlZ1るた
め，特別地域内に|滑走する地域である（法１５条)。利)11訓終地区では，環
境大１１１が定める期ＩｌＩｌｌ人|の公liil利)1]打の立入りを認定Ilillとするのが特徴であ
る（法16条)。しかし，法改I[以降実際に折定された地区はまだない。
（３）公liFl計画の施設計iIUi
施設計皿iとは，利Ⅲ|)IIL進のため施設として道路，I駐''１場，術舎，ビジタ
ーセンターなどのＩ１１Ｉｕ,識と，保溌のための施設として，’二|然ｉＭﾐﾉjij設などの
配置の計画である。
2-3国立公園の保護と利用の執行
（１）保護蝿ilill計lmiの尖)liu
地域指定がなされた｣山城で，環境へ影響を与える行為（法13条３ｊＹｌｌ
～15号）について，特》||地域での行為の実litjは原l1Il禁｣'1である。したがっ
て，特別地域内において行為を実lillする場合，環｣党人111の許可を得なけれ
ばならない（法１３条３１T〔）（以下，保漣)JiLIlill計'1mの尖ﾉliuを「行為許可」と
いう）（表５)。しかし，公|戒|事業の執行として行う行為であれば，法13条
３ＪTIのﾌﾙllL定は通１１１きれない（法13条９｣TI)。。M:皿地域ではBill党大臣へのＩｉｌｌ
ｌｌＩが必要である（法26条)。
また，特定の行為の禁｣I：（法30条）や，2002年の改正では，胴)L(その他
これに類する地域のうち蝋｣党大臣が}:H定する区域lﾉﾘへlfi定する｣!川l1lﾉ、l立ち
特別地域計 ﾘﾄﾞjlH地域 谷iil
０ ▽に、１１ Ｉ 尚（ｉ ●■■■■ワｉ ｌｌ 
率(％）
狩り'１保謎
地区
273.853 
1３．３ 
弟11iblil州'１
地域
2‘|().７()６ 
１１．７ 
館2梛特》'１
地域
`175,446 
2３．１ 
第３郁特》'１
地域
`１８().６２１ 
2３．３ 
Ｌ４７０．６８６ 
７１．`Ｉ 
().３５`Ｉ 
2８．６ 
２．０６１．０`10 
100 
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表５国立公園における行為規制の種類
11}所：「2005121然公I1lilの千びき」より作成
地域区分 行為の種類 処分権者
許可を要する行為
特別地域
特別保護地区
海中公園地区
築増、
･水鼠の増減
の排出等
は貯蔵
れ入更りり変入乗の立の築・の又彩の等改取位水積等等色へ馬為、採水汚等集更取獲の内車行築ののの置の等変採捕等域のる新採石沼へ設物立状のの面区でめの伐士湖沼のる埋形物物壁る域定物のや、湖物すのの植動、す地で作竹物川定告定而地定定根定定令工木鉱河指広指水土指指屋指指政①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮ 
等取
・え
採加蔵のれ為に貯火物入行為はき植等りる行傷栽牧又たの獲乗めの損植放積、外捕の定域ののの集れ以の等で地竹竹畜の入竹物馬令別木木家物火木動車政特①②③④⑤⑥⑦③⑨
①工作物の新築、改築、増築
②鉱物や土石の採取
③広告物の設置等
④指定動植物の捕獲等
⑤海面の埋立等
⑥海底の形状変更
⑦物の係留
③汚水の排出等
国立公園
→環境大臣
(政令で定める－部の
行為については、政令
で定める知事が法定受
託事務として行う）
国立公園
→環境大臣
国立公園
→環境大臣
(政令で定める－部の
行為については、政令
で定める知事が法定受
託事務として行う）
届出を要する行為
特別地域
(事後）
(事前）
特別保渡地区
海｢'１公園地区
(事後）
普通地域
(事前）
①特別地域の指定時における既着手行為
②非常災害のために必要な応急措置
、－■■－－￣￣￣－￣￣￣■■￣￣￣￣￣■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣-－￣■■■■■■￣￣￣￣￣￣
③指定地域での木竹の植栽、家畜の放牧
①特別保護地区、海中公園地区の指定時
における既着手行為
②非常災害のために必要な応急措腿
①大規模な工作物の新築、改築、増築
②特別地域内の河川、湖沼の水位・水量
の増減
③広告物の設圏等
④水面の埋立等
⑤鉱物や土石の採取（海域では※のみ）
⑥土地の形状変更
⑦海底の形状変更（※）
(※）海中公園地区周辺での行為に限る
国立公園
→環境大臣
国立公園
→環境大臣
(政令で定める一部の
行為については、政令
で定める知事が法定受
託事務として行う）
'二|然公liIil法の術｢１ｶt』設i没置雑準に|則するIlill度と述)'１ 283 
入るには環境大臣の許可が必要（法13条３項13号）になった行為側,Mlillllill度
も導入された。
（２）公園事業の執行
公園事業は，公園計imiの施設計iIlllに基づいて執ｲ『される事業である。｜玉｜
立公園にあっては国が執行することが原ｌ１ｌｌである（法９条１噸）が，環境
大臣の認可を受ければ，｜正’（及び公共'五|体）以外の稀も一部執行すること
ができる（法９条３項)。したがって，現実には宿irI施設等の利用のため
の施設の多くが氏''１１によって執行されているとの欄iiiがある5)。
2-4費用負担
費用負担について，法43条～48条で規定されている。これらの規定は，
公園事業に要するY1i)l1ii111の規定である。
公園事業の執行に要するYf川は，その公|童|事業を行うものの負担（法４３
条）が原11Ｉである。しかし，都道府県が執行する場合，｜玉|は予算:の範囲内
において，政令の定める範ＩｌＩ１でiWli肋することができる（法44条)。また，
公園事業の執行によ')，地方公共lzll体を利する場什には，」山ﾌﾞJ公共'１１体の
意見を聴いて，その{｣i)11の一部を負担させることができる（法45条)。
法46条では受益粉fllillとして，公|亜|事業として事業を行った結果，著し
く利益を受けたものは，受益の|汲度内において11ﾄかる事業のYf111の一部を
負担させることが１１l来るとjjlIl定している。受益者とは，公園事業として事
業を行った結果，著苣し〈利刊ｉｆを受けたものをいい，｜正|立公|苑|の折定外の地
域の者に対しても血川TTT能である。しかし週)1]例はない。
法47条では原因者fll11をjJiL定している。ここでいう原|人|稗とは，その者
の行為によって公腫|事業の執行が必要になった行為を行った荷をいう。法
43条は公陸|事業の執行当事料の賀)11負担であるのに対し，法47条は，本来
5）加滕［2004］１)p､282-283参11(!。
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行わなくてもよい公|亜|事業の執行をｲﾌﾟわせた肴がその賛)Ⅱの一部または全
部をｉｌ担するjjl1l定である。これもり↓ｲＩｉまでjlii1l]された例はない。
3．国立公園内における宿泊施設
３－１国立公園の過剰利用の問題
ここ数fliの'l1iiiW年の識111,1'１名''1幾ｌｌｌ等のブームによる，’二|然公|魂|の過
剰利)'１（｢ＯｖｅｒＵｓｅ：オーバーユース｣）の'''１迦が深刻化している6)。過剰
利)Ⅱとは，多大な利)'1者によって［l然｣ilIM｣党へ悠影秒を与えることをいう。
|÷|然公１判の利川|]的は，雄大な'二|然にふれることで，Ｈ常体験することが
できない感銚を得ることであろう。しかし，人気のある'二|然公園の特定地
域へのｊＩｉ１ｌｌｉＩ９なｲ'１)１１によ')，｜芒|然隙｣党の享受を|=Ｉ的としながら，その'二|然
を破壊しかねない。
尖|祭近年の|];|立公園への利川者数を凡てみると，2000年度は減少したが
iiiぴＷ)'1(Ijilｲﾘにある（表６）。表６をグラフにしたのが図２である。
過剰ｲ11111への)l、l処として，公ljlil地域の収容力の訓杏を行い，公|素|地域に
見合った収容ﾉﾉを決定し，さらにｲll11M1･への１１Ⅷのりii化の必要性が指摘さ
れている7)。
次flii以降では，本稿の'二ｌｉＩ９である1i'iii''１施設そのものへのjiLIlillや現状の雛
IⅡ!と'''１題のｲ111111を行う。
表６国立公園年間利用者数の推移
１１})ﾘi：「2()()51'１然公Ｎｉｌの千ﾘ|き」より作成
6）ｉｉｉ２）参１１(!。特に1111〉（［1999］にii1〈しい。
7）ＩＭＡＩしぴ川l蝋［2()()`!］１).286を参１１((。
H1り災 ８ ９ 2()()(） 20()１ 2002 
ｲI:||Ⅲｌ１ｌＭｒ数（｢･人） ３８１.()2(） ３８１．５()(） 3()６．３()３ 368.00(） 369.547 
'二|然公園法の櫛lLI施設設置基準に関するIlill度と運)Ⅱ
図２国立公園年間利用者数（千人）
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385,000 
380,000 
375,000 
370,000 
365,000 
360,000 
355,000 
-◆－年間利
用者数
（千人）
年度
１９９８１９９９2000 
111所：「2()05121然公園の手ﾘ|き」より作成
2００１２００２ 
3-2宿泊施設の設置基準と行為許可，公園事業
（１）行為許可
宿泊施設の設置は，基本的には禁止であるが，法１３条によって許可制と
なっている。許可を受けるためには，’二|然公唾|法施行蝋11''１１条による審査
基準（資料ｌ）をクリアする必要がある。しかし申請に対して，不許Tjlと
なった事例はほとんどない（表７)。仮に不許可となった場合，法52条の
１項～３項によって，損失補償を請求できる8)。
なお，ここでいう二[作物とは櫛'４１施設だけではない。
8）実際，）Ｍﾐ補償をめぐる我)１１として，「|(l然公隙|法ｲ《許ﾈI1i悩不件一lLl然公図法|[117条の不許
可処分とｊＭとi(11i償（jk京高騰蚊判)ﾘillr(f1163fF41]20｢１１|(１１決)」がある。本件は，ＤＭｒが，茎
１Ｍ|《'二晴lll国定公|剥内の所ｲ丁地での淵ｲi孫111をiil11lliし，｜|柵Il50fl2lI]法17条３Ｊr〔に基づき許可
Illi;iliを行った。これに対して，三虹艸L知事（当l1tlr）は１１１否の処分を行い，１);(告がⅡ1法35条に
」,Lづき環境庁lを'｢}．（当時）にハＩして不許Til処分の'11尖IWi償を求めて訴訟を捉起した裁判の商
裁判決。詳しくは商橘［2()04］ｐｐ､168-169参11<(。
ＩⅡＩＤ 
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表７国立公園許可申請件数（環境省許可分）
（）｜ﾉｨは特)l川I鋤地区にかかる('|:数で|ﾉｨ数。
lIIⅣT：「平成l7Hli版環境統計#き」より作成
（２）公腫|事業
病１１÷1施設について，公園事業として執行することができる。ただし，事
業決定規模，橘:li1I1計illli等の辮査基準に合致している必要がある。
行為許可，公|燕|事業ともに，各国立公園の1剃蠕ｌｍｉに基づいて実施，執
行される。
3-3宿泊施設と土地利用
｜工|立公|剥内の環｣党行所管地の他)Ⅱ許可については，「|玉|立公園集団施設
地区等符迎規ｌ１ｌｌ（|Ｍ]28ｲ｢10)121]厚１１ｔ省令節49号)」弟４条第１項に基
づき環境人[１１に許可'１１請をする必要がある。
便)11許可は，「|正|立公園柴lIl施設地区等こし地仙111に関する取扱について
(平成６年１１)二１７１~|幽境庁'二I然保護局長ｊＭｌ１)」輔２仙111許TiJの範囲におい
て認められることとなる。
(参考）
「|工|立公liMilill加i没地区等土地仙１１１に関するllY扱について（平成６年１１)］
７１三|環境庁'二|然保漣局長ｊＭ１１)」なお，集団)lilj設地区以外でも通)'1される。
第２仙)Ⅱ許可のiiiijlJil
l玉|立公|点|集'１１１施設地区|ﾉﾘの｣二地が，公園行政の'二|的のために供せられた公
共)Ⅲ1ｲ･産であ')，かつ，当該地区が公園のＩ１１要なｲ'1)Ⅱ１ｉｆ地である点に鑑み，
二'二地の仙１１１許可については，本来の)Ⅱ途又は'三I的を妨げない|UjL度において，
必要最小|Ｉ(にＷ{め，その範Ｉ川は次に揚げる場合とする。
年度／許i1JlX分 1998 1９９９ 2()()０ 2()()Ｉ 2002 2003 
工作物の新･改・｣艸築 5()5(75） 55()(92） 1188(78） 124()(l()7） 1107(146） 1185(130） 
ｌｆｌ然公liklliﾉ《の１ivii〔1jiu設i没ii'jl）,Lil(iに|1Mするllill度と迎)'１ 287 
ｌ国立公Mil事業を;執行するために必要と認められる場合。
２公絲事業（電気又は水道供給琳業等）のIllに供するため，やむをｲ↓卜な
いと認められる｣勘合。
３災害その他緊急やむを得ない?１１態の発LlAにより，応急lilj設としてIiI<め
てｍ１ＵｌｌＩＩ１その)Ⅱに(｣ける場合。
４その他公共的)iL地等から(&少なi｢|i彼について仙)Ⅱすることがやむをｲ↓|し
ないと認められる｣扮合。
4．中部山岳国立公園一上高地地区を事例に－
4-1中部山岳国立公園の概要
1934年１２)三'４１｣に|正|立公|Nilの折定がされた。同年にlli1蝶|]H1立公liIilをはじ
め，わが'正|で初めて'五|立公園に１片定された８地域の一つ。総而枝が
174,323hａ（衣８，９）であり，新潟ﾘi1:，嵩lIlUiL汁艮111川，｜|皮阜.県に１１１ｲﾅる
地域から成っている（図３）。年|川llIl1判数は，約1,2()0万人前後でｲｲlili多し
ている（衣10)。表10をグラフ化したのが'又'４。
表８中部山岳国立公園の地種別面積総括表
111所：「20()51'１然公|刺の手ﾘ|き」より作成
特》|l地域Ｔｉｌ. |＃ju地域 ｲTiil. 
|(Ⅲi(ha） 
率(％）
特》|ⅡIILi通
地|ﾒ：
()`１．１２９ 
3().８ 
館1｢１Ｍ､ⅧＩ
地域
3３ ４１７ 
11).５ 
第２椰特》'１
地域
3９．７７０ 
2２．８ 
館3繩特別
地域
１３．６`１２ 
７．８ 
1５１．４９４ 
8６．９ 
2２．８２９ 
１３．１ 
１７`１，３２３ 
l()().(） 
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表９土地所有別面積表
■冊屈■■ 。…
■硯■田■ ‐ 
111所：「20()51二1然公閲の千ﾘ|き」より作成
図３中部山岳国立公園
ﾉｰ～ 
ｐｒＬＢ 
－ＰｌＬｂ 
ｗｗｌ８Ｕｏ 
Ａｑｆ凹ｐａ
０ス
ミtJ1b
可＄藤・５．
６６ 
月凹凸
１３ 
１１１所：「'1本の|Ⅱ|立公Iilil」
|玉|ｲ｢地 公ｲ１．地 私有地
而械（ha） 155.222 ５ 1３．９３７ 
率（％） 8９．０ ３.(） ８．０ 
自然公liIiil法の櫛｢|)litj設設ii(iソi唾ＩＩｉにljMするIlill度と述)'１
表１０年間利用者数の推移
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lI1ni：「2005｢l然公Nilの手リ|き」より作成
図４中部山岳国立公園年間利用者数（万人）
1,350 
1,300 
1,250 
1,200 
1,150 
1,100 
－年間利)１１者数
（万人）
１９９８１９９９２０００２００１２００２年度
ｌｌＩｍｉ：「2005121然公l1Iilの手ﾘ|き」より作成
4-2上高地の概要
＿'二高地は，中部llI岳|王位公園の南部に位ii'iし，フＩＭ(i罰+iiiや焼岳，霞lMi等
に1〃|まれた，梓Illに沿ってWHけた標商1,500ｍの細長い盆地である（図
５)。また，上高地は染lJl施設地区に脂定されている。その而枝は80.2ｈａ
(環境省所符地65.1ha）（表１１）で，殿境竹が主体となって公園利I11jim設
の盤Iilliを行っている。
4-3上高地の宿泊施設に関する設置基準
（１）行為許可
行為許可によるこ[作物について，＿上高地地域橘:班計Imiでは，ノ,埠本方針と
して「公ljM計1miに合致する利川施設はl;(I1llとして，’'二|法17条，１８条（呪法
１３条，14条）による許１１処分として取り扱わず，公|網1業として把握す
る」点が特徴である（盗料２）。他の地域では，例えば，富ごＭｍｉＭ}ｎ国
１１:1笠 1９ 1９ 2000 2()()１ 2002 
H1き'''１ｲ１１Ⅲ什数（万人） １．２９３ Ｌ２５２ 1．２６３ 1．１７７ 1．１８７ 
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図５上高地
fiil1iTiIiIlilnii蕊1iiiUiLiL ⑨ uＪ 穐聖鱗 ﾗ;蝋襲;蕊堅鈩■ 上瓜油田汁ID⑳ 繍一●上■珀町■巾”－フ几 ■ 旧田油７”埣且＝■、切敏－仏乙 巾二 ′ ■uOm 大目山？ ／ 巾プツヨ
鰯,’
ｌＩＩｎｉ：「まつぷるぼけっと」兎高地・(Ｍ…安測!)」
表１１中部山岳国立公園の集団施設地区
''１所：「2()()511然公園の手ぴき」より作成
立公ｌｊｌｉｌ０１ｎ半島地域符凹1計mliの雌築物に対する）ｉＭＵｊ針は，「建物の規
模，ＩｌｌＩＵ置，デザイント色彩等は，〃il辺の'41然餓側と洲ﾄﾞ11がとれるよう+W意
するものとする｡」となっている。また同じ，寓士/Wi,１Ｍ}豆|玉|立公|燕｜高
二'二'１１管理計imiでの処築物にルＩして，「ｌＵＭ:の処築物の改築，処て替えのた
めの新築や学術ｲijI:究等で，当ii幻山城以外の地域においてその'=lil9を達成す
ることができないと認められる場今を除き，lilL築物の新，墹築は認(y)な
い｡」という｣iL水力針がある（炎12)。
jlil1Uitl設
地
地 ｲﾉ１ 
iiIi｛lIi(ha） 
｣Z商地
8０．２ 
寵唯
.Ｉ 
平illli
１７０．７ 
來鞍ｉｌ・lilji（
5３１ 
乗鞍繩ケ池
3６．７ 
川:ii)（
２１．７ 
環境打ⅣＴ
綿;地内訳
1(１Ｗ((1M'） 
>+((％） 
6５．１ 
８１．２ 
5７．１ 
8２．６ 
２．８ 
1．６ 
(） 
(） 
0 
(） 
(） 
(） 
’二|然公lil(|法の↑iiil1L|施設設置Ｊｉ唾((《に関する↑'１度と運)1］２９１
表１２管理計画基本方針（行為許可は建築物，公園事業は宿舎）
'１１所：本表は，各地域の柳ll1iillllliルlUJfl･のうち、行為許ｎJにおいては地築物，公園事業にお
いては栴舎についての）Ｍﾘﾉｶﾞ'から抜粋し作成。なお，，',邪,'１冊'玉'立公Ｍ,渦地地域の行為許
可のjIL本ﾉﾉ針は二[作物全般，’;'」:ｌｌｌｒｌ:']'1計iIljiの行為許可は全域，公Ni1y1iI:f柴はJ,合,=,についてで
ある。
保謎に|Ｍｲｰるﾉﾉ針（行為許､l） 利)１１に'１Aけるﾉﾉjil（公|蕊|事業）
llIWljllll門
|正l立公lWil
｣二滴地地域
』L本方針：公Ⅱ(liillIlliに合致するfIl川施
i没は11;(１１１１として '１１法17条，１８条（現
法13条，山１条）による許ｉ１処分として
取')扱わない。
規棋：Ijil牧｣;１１【M｣:の支障が縦'１，となる
位置とする。
｢_上高jLllき']|施設地区Iﾉﾘ術舎事業111(扱
要綱」による ０ 
涼｣:紺ｌｉＭｌＨ
同立公l3il
ＩｊＷＦＷ部山城
①）,L本ﾉﾉ針：1.k築物のjjL模，IRIdiilf，デ
-ザイン ， 色彩等は，ｌｌｌｉｌ辺の１２１然餓観と
訓ｷﾞ'1がとれるようＷ(意するものと１
る ○ 
②ﾉﾘJ樅：ｕＬ築物の１Ｍ樅は，－.辺の長さ
が50ｍ以下であること。ただし ９ 多
/〔]形のものについては，ｉ/〔慌60ｍの
１J]|ﾉlに含まれるものであること。な
お ， 二|Ｗ)lLL築物を結ぶ渡りｌ１１Ｉｊｌ〈は，
屋根商をこえるＩｌｌ〔栽等によって隠腋さ
れる｣渉合については，壁i（|i優に含めな
い◎
①）,L本ﾉﾉ針：
(1)揃舎の１１１に供する巡物のうち，次の
各号をiiMiたすＭ)を術舎蛎業としてllY
り扱うＭ)とする。
ア．術i〔1定貝が`I()名以｣そであること。
イ．旅館堆法に）!§づく許可をｲｻLたも
の またはｲMLる１，iL込みがあるもの。
③規模：満さは30ｍ（lUM:揃舎が30ｍ
をこえているものについては，イi『i合の
IUC存高さ）をこえないこと。なお Ｔ10. 1両！
ざは許可，）iillll等ｌｌＹ扱要航宿舎の！;>:定
方法による。
豆Ｉ１ ０隙Ⅱ根公Ｊ桁立脚ＬＬ司到ａ０ＩｌｌＢｉ０Ｂ Ｆ００● ４Ｂｒ６ 
①基本ﾉﾉ’１：1.1築物の新，」脚築は認め
ない。ただし，ｌＵＭ:の述築物の改築，
建て株えのための新築（従iiilの処築物
の＃A樅をこえないものに|l(る｡）又は
学術{i)｢先その他公統止必要と認められ
る建築物であって，当該地域以外の地
域においてはその'二li1りを達成すること
ができないと認められるものについて
はこのlU(りではない。
①基本方針：
(1)常ﾓ|:'１[/[谷l1llil辺の１２１然探勝，瓜環
鑑r(及び幾１１１ｲ|])'1将に対し，快juqな利
川をＩ１ｌＬ進する橘11(1)IiIj設をI:l然景側との
洲fⅡにIR1LMjiして11M＄(111iするものとし，
舎施設の新築及び｣1W築は認めない。な
お liij殻の述て称えに当たってはpL状
kM模にとどめることとする ｡ 
[1光|正I立公剛
鬼怒1１１．
架''1地域
①）,L本ﾉﾉ針：処染物が11111致景HMIをｲl1な
うことなく |;I然に溶け込み１２１然公|蕊１
としての券'111気を雌し}I)すよう{W愈す
るものとする。なお ， ilj術化している
地域においては，良好なlllJilliみ峨側や
アメニテイの↑ill1l1に111.噸するものとす
る 。
①』IL水力`｜：各地域の利Ⅲ形態に対応
し
を
快適なｲ'１１ⅡをI1lL進する宿i〔11111殻
'２１然!;(1KＭしぴlMi山ｉ１り最観との洲fll
に配慮して雛ｲ１１１iするものとする。な
お ZlT業対象とする1i【i令は，旅館業法
に｣!Lづく許Tり゛をｲＩ卜たもの，またはｲｻLる
見込みがあるＭ)で，術泊定貝が30名
以｣二のものとする。
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（２）公ljlil事業
公ljIil事業についての』i鳴本方針は，「上irJj地地|ﾒ:柴lllliu設区内宿舎事業取
扱要綱」によるとなっている（資料３）。その「｣1iilJi地地区集|]|施設ｌＺＭＩ
宿舎事業取扱要iMlil」（資料４）では，ル|、力針として，原I1lI新規参入は認
めていない。さらに各宿泊施設の収容ﾉﾉの｣1|眼も）jMIlillしている。
（３）まとめ
」二高地では，「公|蕊|計imiに合致する利)'１)IiIji没は､l(Ullとして，公園馴業と
して把握する｡」という管I1ll計ilIIiのＪＭＵＪ針ある。さらに公園事業による
宿汕施設は，ｌｊ;(11'|新規参入を認めてないという厳しい管理がされている。
上高地の利)'1打数は，1996年度には，年'''1約200ﾉﾉ人を数えている。’1]部
|Ⅲliil玉|立公ljlil全休では，1998年度移行減少していたが，2002年度以降はＷ
ぴ蝋jllに転じたことから，」1高地への利)ＩＭＩ数もＷ｣Ⅱしていると椎ｉＩＩ１１でき
る。
5．宿泊施設の規制と問題
わが'玉|の|正|立公|刺は，肌IIill計画iと利111計imiによって|全|然保護とjmill[な利
用との管１１'1が行われてきた。蜆Ilill計mliによって地域柑定と保護が，利)1)計
imiによって利Ⅱl施設等の過m0i[1,世が示されているが，例えば，地域指定に
よる保謎とイ|川のための施設設置との関迦性が|ﾘl1ii(|{でないため，保護と利
川との|↓M辿がわかりづらいという'''１題がある（図６）。このことは，水稲
で終li1l1した｣1i（{i地の柳111計iIlliにおけるｌＬイリJ針などにも現れている。
’二|然公|束|法でも，法13条３Ｊr1で特》||地域におけるｲ『為jjliMIillを1ﾘl砿にして
いるが，法13条９項では，公園事業の執行として行う行為は３項の規定が
適１１)されないと規定している。
水稲の'三|｢19である宿泊施設に|列する｣,馴(；にしても，前節表12のように，
各|工|立公剛のjl測蠕l1miによって行為許可と公lilil事業とに区分され，実施，
'二1然公隙|法の1iiilLI施設i役｜i(i)iLjiI(;に|側Iするilill度と迎)Ⅱ
図６公園計画概念図
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…特別保図地区
･･･第１種特別地Hg
…・第２■特別地越
･…鏑Ｓ■特別地凹
…昔辺地hＩ
第２祖特別地団・･･･
,・・国立公囲区１日外
-０ 
公園計画概恵図保団のための肘画
．０６別侭田珀区 ●公四８１画の考え方
土地の自然の状QDや使われ方によって､特月'隅旧地区、
鞆１１日から第３祖までの１９%IDU氏､甘通地j9iに分けます。
jjI制IJI栃帳lHlG区bfIlも厳しく､普通｣&域になるにutっ
て田やかになっています。
また、それぞれの公四の自然係lHと利用のバランスを
考えて、HIip的に臆ljhの塾UUを行なうために公団ごとに
山小屋や登山通やビジターセンターの配■を考えます．岬①⑥＠，＠
固立公園の地梱区分（魎碩2.065.161ha）
符別係lmIID区 2730821Ｍ 
第１旧崎別I也域241,992hｑ１９別地域 第２Ｗ;別地域475,388hＯ
第３旧杓別lbu480,682hｏ
百通地域 593,278Ｍ 
}|}所：「'１本の|Tl立公１劃」
執行されているが，その｣iL準がIlAl々の|正|立公|鞭|，さらには，｜司じ|巡|立公|刺
|人|でも地区によって若二|ﾕﾘ(なっている。その:Ii1l1Illとして，各地域，地区の
特性や膿史的事情がある。しかし，術1i｢l施設の設iiiiが行為許可で災力tjされ
るのか，公ljIil事業で執行されるのか，統一した基ＺＩｌ《は４１Z､要である。
また，Ⅱ1Ｍ目宿泊施設への|玉|布地のril付'''１迦もある。
今後は，’'１高年の謡'１１，Ｙ7名'''幾111等のブームにUllえ，｜U:界道雄への識
録による知床地域等の特定｣也域への過剰利川との関連からも，行為jJIlIlillの
''''１而から公|蝿|事業に対して厳I[なＩ続祝が必要である．新)Jilの''三'請にかかる
２９４ 
宿i(I施設のみならず，既存病il{l1iu設のうkliMliI1ﾘｺﾞi化を行うことも考えられる。
おわりに
本ｲﾘﾄ先の'二l的は，保護，利)Ⅱと過剰利１１]とのＩｊＭ連から'二l然公lXil，特に|玉｜
立公園における民Ｉ１Ｉｌの宿IilL1施設の'''１題を検討することであるが，本稿で
は，最初の段llljfとして，現状の終111とlIl]題のｲ11111}を'二|的とした。その結果
まず，わが'玉|のl当|然公図法の体系，保謹と利)1]との関連等を整Illできた。
さらに，宿！〔l施設の設置等に関する現状と'１|]題も'11111Iすることができた。
IMiね初期段階としての'三|的は達ljliqできたように思う。今後のＩｉ１ｆ先は，ｌＩｌＩ
Ｉｌ)した問題をそれぞれ詳細に分析し，’二|然環境の保護のための規Ilillと利用
との関連をよりlﾘIｲiYi1にしていくことである。維済の活性化のために規IIill緩
和がいわれて久しいが，環境行政にIjMする限り，今後も規ilillを強化してい
くことが必要である。
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資料１自然公園法施行規則第11条（基準部分）引用関係整理表
第２節審査基準関係
○自然公園法施行規則第11条（基準部分）引用関係整理表
（注●印は、いずれかに適合すれば良いもの．この印がない場合は、すべて満たすことが必要｡）
雛lIim鰯珊腰
承Ｔｲ化４９０，局とｌＥＭＩｑ
火、Ｉ〃)唖右し
IlMiI又は煙突
Ｉ｡【避耐針をい
、9后磁iU6r航
{職謹繍「 【U】〃■IjH1lX
呵爾３号Ｉ当HHIⅢ堅物が主翌な展副jluから腰団する鳴合Ｃ
ⅡI ハロ別、Ⅱロかロロ
項
第１叩
号 基岫の内容
館１月
第２号
鏑３号
第４号
第５号
筋６号
ただし
欝
擬'1Ｍ|鯛瞥翌綿を鯛の譜礎11W,構造が容易には鯨
次に掲げるjl1l城（以下「特別保1日地区等ｊという.）内で行わｵ１るものでないこと．
イ 特Bﾘ係１日地区、節１１q特別地域、海中公園地区
ロ 困一又域あながはと地で元くこ別要復しる特必の若い種が生部てｌと植全れ第こ、のさはるちそが又れ)であるもの 離困植生の復元が
X露雛瞥然の現
人工林の地域又るう、等区わ・等し城すのて定地行じ原と地有域っ指旧は同湿地るを地あの保又下、青あ値別で物別・以地生で価特域念侍れ・荷は異的価地妃りわう風又時術３る然よ行い、地が学節げ天ににを粥息質域はは旧肪等現の山生地地又又に名果がｂ高のはる林城次跡総いる亜物くい鮒地く史の扱れ、柚して天別等て査取ら術助若じた特城い脚るめ山生形生れ但地っ術す〃高城野地が優２なに学巾と地象鋼雛部はにる川仙川川
当腋1,繁物が主要な服団地から展國する則り合の著しい妨げになら
ないものであること．
当肱述薬物が山稜線を分断する等眺國の対象に著しい支障を及ぼすものでないこと．
当肱廻築物の鳳根及び雛而の色彩並びに形態がその周辺の風致又
は景観と著しく不岡和でないこと．
第１項第２号 鯉1$鵬Wi耐鵬M鯛蠕iテ
いこと．
海中公園地区、
われるものでな
第１項簸 当Ｉ！｛ｉｎ築物が主要な展望地 展望する場合の薯
しい妨げにならないものであること．
行為のlnXli
財
ｋ 
１ １ 
： 
１ １ 
ⅢＨＢ８ ００可８口
αく１燗他屋の作水・理し懇説嬬鯛蝋鋼編物うす当ス、汚降睦増改鯖の有ｌ〃厨は界・は、地物を傭・畷く、う又簸の作駈股気し突い獺析股工は鏑、気若煙を政の仮る又遮る倹聴は針、物ちす住・けり俳又耐第作う筋びい股水、備避新工の定及いに俳火股はの )を含む．増築
'第1項第４号｜当咳旭築物が,1,陵線を分断する等眺望の対象に箸’繁若お漁４る地さ哨回に林年係限定は公内農卯に保脂又立城は和腕別に興国区く叩巾時区改るのし，に‐他、係回若者後域圃簗に公粟る日地公新附定耶す同別中の小国回珈く特海物ちは公従日がは作うくてにｌ所又工のしい業川畑区Ｉ 項２ 第Ｉ 
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れたj11台にあっては．当l則愉
定の日．以下「基姻日」とい
う.）においてIlIliに係る111
所に現に居住していた背その
他巾附に係る喝所に居住する
ことが必要と肥められる者の
住宅若しくは住宅部分を含む
連liMl）（基【値日以後にその造成に係る行為について法期１３
条節３Ｊn．第１４条第３項又は
銅21条第３項の規定（以下
「法輔13条第３項等の規定ｊ
をＩＣ急|,ﾙ糠(瓢雑、
定する分狼地等をいう.）内
に股けられるものを除く．）
の新凝、改繁若しくは'19鰯又
嚇搬瀦湯鵬ｉＬＪ
簗若しくは増築（前項の規定
の適用を受けるものを除く.）
しい支障を及ぼすものでないこと．
当肢廻繁物の屋根及び壁面の色彩並びに形態がそ
のIHI辺の風致又はjRIUlと著しく不胴和でないこ
と．
鰯1項耐５月
当脳座妬物の高さ（避簡針及び煙突（寒冷地における暖房川等必
瀧MW紫8鰯3.瀞l』;MWﾄﾞｲ鯛辮lji;i1Vi;{ii聯
て同じ.）がI3Ilu（その満さが現に13ｍを超える連繁物の増改躍
の珊合は、既存の高さ）を超えないものであること．
ただし
密
既存M1鰯物の改鍋簿であって．前項第５J､に１日げる基準に適合す
るものについては、この限りでない．
蕊既存辿緊物の改繁簿蝿鱸遡1鐸i雛鍔 本文 第１項節３号
第１項郁４号
当放胆築物が主要な展盟地から展望する場合の著しい妨げにならないものであること．
当脳遮築物が山佼線を分断する等眺望の対欺に著しい支障を及ぼすものでないこと．
鯖１項鮒５号 当肱迩薬物の屋根及び壁面の色彩並びに形腿がそ
の周辺の風致又は景観と著しく不・綱和でないこ
ただし
轡
前項ただし臼に規定する行為に肱当するものについては、この限
りでない．
前項ただしH1に
規定する行為
既存の迩繁物の改鉦．既存の廻繁物の廻替え若
しくは災客によ')滅失した建築物の復旧のためのWi耀（巾ｌｉに係る迫簸物の規模が既存の廻簸駕鵜鰯1灘繍撫術研究その他公益上必要であり、かつ、ＩｌＷＩに係る喝所以外のj9所においてはその目的を速成することができないと肥められる迩築物のＷｉ策、改築又は1M鰯であって、第１項第５号に１０げる基頌に適合するもの
l……麟鐸震辮
こと．
鯉1M繍圃鵬１１鰍辮ゎ卿蕊鼎綴ぃ
当臓Ｗｉｌ物の屋根及び壁面の色彩並びに形態がその周辺の風致
又は灰皿と著しく不lBlfIlでない
こと．
l灘iｒ 第１項簸２号第１項第３号第１項鯏`1号 洲雛|M鍬鰐囎鰭壁する畷…当lAln緊物が山破線を分lUiする等眺望の対象に著しい支障を及ぼすものでないこと．第 項鋼５号ｌ当肱旭築物の屋根及び壁面の色彩並びに形鵬がそ
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することを目的とした一連の
土地若しくは充却すること．
貸付けをすること瀞し<は一
時的に使川させることを目的
とした巡鉦物が２棟以上股け
られる予定である一連の土地
（以下「分肌地弊」という.）
内における1k築物のWi鋼、改
築若しくは１Ｍ鉦又はこれらの
述築物とn1途上不ijl分である
述築物のwi鞭、改簸若しくは
増策（ili3Jn又は次『(の規定
のＩＥＩⅡ1を受けるものを除く．）
一
正
刑
一
℃
（
丁
叱
▽
１１然公|刺法のｉｉ,iil'llimi没i没ii'ﾘILiikに'1MするIlill度と〕ili1ll 299 
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又は景観と著しく不鯛ｲﾛでない
こと．
特別保蛎地区、節ｌ極特別地域．海中公団地区．
植生のuI元が困鮒な地域聯で行われるものでない
こと．
工作物のWi簗、改簗又は噌簗
のうち基準ＢＩＯにその適成に
係る行為について法鯛13条鯛
３項等の規定による許可の'''@.
脳をし、若しくは基雌日前に
その造成に係る行為を完了
し、若しくは基蠣日以後にそ
の造成に係る行為について法
第１３条第６項、第１`１条第６項
若しくは第２4条第６項の規定
（以下「法第１３条第６項等の
規定」という.）による届出
をした分:R地等内における処．
築物の新築、改築若しくは墹
築又はこれらの巡築物と用途
上不可分である述簗物の新
築、改築若しくは墹築（第１
項から第３項までの規定の適
用を受けるものを除く.）
本文’第1項第２号筋５項
当咳腿鍋物が主要な展望地から展望する19台の著
しい妨げにならないものであること．
第１項踊３号
当該建築物が山稜線を分１Ｍする等眺望の対象に著
しい支隙を及ぼすものでないこと．
第１項鋼４号
第lJIi第５号 当肢池築物の屋根及び盤面の色彩並びに形態がそ
の周辺の風致又は；Ｗｌと藩しく不稠＃nでないこ
と．
第４項第１号 保存101地において行われるものでないこと．
分瓢地等内における述築物の新築．改築又は増築
にあっては、当咳迩築物が２階M』て以下であり．
かつ、そのmIさが10ｍ（その高さが現にlOInを超
える既存の迩築物の改緊又は燗築にあっては、既
存の建築物の満さ）を超えないものであること．
第４項第２号
筋1号 当咳建築物の建築面欄（迩築基順法施行令筋２条第１項鋼２号に
１８げる迩築面槙をいう．以下この項において同じ.）が2000111以
下であること．
当咳遡築物に係る敷地の範UI1が明らかであり、かつ、総逮築面ｉｎ
（同一敷地内にあるすべての迩築物の迩築面H1の和をいう.）の
敷地面Ｉ11に対する９１１合及び総延べ面Wlの敷地mWlに対する割合
が、次の表の上棚に'0げる地域及び敷地面Wiの区分ごとに、それぞれ|局1喪中Mll及び下柵に'８げるとおりであること．
筋２号
ただし
柵
筋２項ただし轡に規定する行為に肢当するものについては、この
限りでない．
第２項ただし瞥
に規定する行為
既存のin鍋物の改築、既存の巡築物の連替え若
しくは災宵により滅失した巡繁物の復旧のため
の新築（IllllNに係る111簸物の規模が既存の遮築
物のMd摸を超えないもの又は既存の趣築物が有
していた機能を維持するためやむを得ず必要儲
小限の規模の拡大を行うものに限る.）又は学
術lﾘ{究その他公益上,必要であり、かつ、ＩＭＩに
係る珊所以外の場所においてはその目的を達成
することができないと肥められる建築物のＷｉ
簗、改築又は'19簗であって、第１項第５号に掲
げる基鵬に適合するもの
…矧|塗篭鍵潅繍聯
地梱区分と敷地
而ＩＨの区分
総巡築而ｌＨの敷地面
1,に対する背Ｉ合
縄延べmjljiの敷地面
11iに対する高'１合
第２，１特Bﾘ地域
内における敷地
面Ｗｌが5001ｉｆ未
満
10％以下 ２０％以下
第内面上 ２値特ｶﾞﾘ地域における敷地Ｉ11が5001mi以10001㎡未満 lIi％以下 30％以下
域地以地敷ｍ別るⅢ特け川楓おが２に傾第内面上 20％以下 40％以下
第３禰特》l地域 20％以下 00％以下
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第３編自然公園法に係る許認可業務
…|繍繍鑿 本文 踊ｌＩＩｉ期２号 特別保Ｎｉ地区．節llh特別地域、海中公１，地区・植生のin元が困ｉＩｌｌな地域等で行われるものでないこと．当腋巡築物が主要な展望地から展副する場合の著しい妨げにならないものであること・
当放廻興物が山稜線を分断する等眺望の対蚊に著
しい支臓を及ぼすものでないこと・
当蕨巡築物の屋根及び壁面の色彩並びに形態がその周辺の風致又はＦＷＩと著しく不胸ｷﾞl】でないこ
と．
当肢辿築物の水平投影外周線で凹まれる土地の勾
配が30％を超えないものであること・
当麟幽築物の地上８１１分の水平投影外周線が、公側
瓢業道蹄等の路肩から20ｍ以上、それ以外の道路
の路屑から５ｍ以上1Ｗ'ていること．
鏑lJrijm3号
第１項瓢４号
第１項節５号
第４項翔７号
第４項翔９号
当肢辿築物の地上部分の水平投影外周線が敷地境
界線からβ１，以上踊れていること．
第４】、第１０号
当肢述築物の巡築面ｉｉｉが2000,11以下であること．鯛４項鰯11号
識懸綴鰄|恕期臨甥騨臓蝋鱗
いものであること．
第１号
当肱遮禦物に係る敷地の範09がIﾘＩらかであり、かつ、総建築而梢|RIM鵬'淵雛lliiHi総魂職搬鵬lii鵬溌に、それぞれ同表の01'柵及び下柵に１８げるとおりであること．
第２号
第２項ただし書に規定する行為に麟当するものについては．この
限りでない．
ただし
醤
既存の遮築物の改築、既存の旭簸物の連替え若&iii駿縦織鰄雛111雛8織物の規模を超えないもの又は既存の建築物が有k砺踊雛鱗溌洲激溌騨術研究その他公益上必要であり、かつ、申脳に係る1M所以外の111所においてはその目的を達成することができないと秘められる建築物の新
築、改築又は燗築であって、第１項第５号に１１ｊ
げる基準に適合するもの
鋼２項ただし瞥
に規定する行為
…|鑿霊雛繍辮
地伯区分と敷地
面ＩＩIの区分
総巡簸而Wlの敷地面
1Aに対する商１１台
総延べ面111の敷地iii
ｉｉｉに対する宵１１合
第２Ih特別地域
内における敷地
illiIHが50011i未
iM） 
１０％以下 20％以下
第２伯特別地域
内における敷地
面ｉｉｉが5UOllil以
上1000111未満
１５％以下 30％以下
域地以地敷、別るⅢｆｊ０ １１－ 値おが２に禎第内面上 20％以下 ４０％以下
鋼３１H特別l地域 20％以下 60％以下
'1然公lWil法の１i1ii｢1施i没設ｉＭ;準に関するllill度と速)'１ 3０１ 
自然公園法施行規Ⅱ''第１１条（基11`部分）引用関係整理表
１１Ｗ;鍵;i繍鐸|巍喝 特Bll係１８地区又は第llli第２号ロ(1)から(4)までに１８げる地域であって．その全部又は－部について史跡名勝天然妃念物の脂定等かされていること若しくは学術ＩＥＩ査の結果聯により特別保姻地区に準ずる取扱いが！''に行われ、若しくは行われることが必要であると昭められるもの内において行われるものでないこと。
蕊１項第２号口(1)満山帯、亜iwiul11f、風ibi地．湿原等１m[生の
111元が困難な地域
（２）野生動植物の生血地又は生育地としてl血要
な地域
（ＫＩＩ地形若しくは地倒が特異である地域又は特
拙な自然の現象が生じている地域
Ⅱ）優れた天然林又は学術的価値を7｢する人工
杯の地域
ただし聾 ●次に１日ける基i催に適合するものについては．この限
りではない．
地喪に影響を及ぼさない方怯で行われるもので
あること．
イ
当麟１１１道が次のいずれかに咳当すること．ロ
●(1) 麟林漁業、鉱業又は採石業の用に供され
る車道であって、当肱車道を設けること
以外にその目的を達成することが因ＩＭＩで
あると肥められるもの
地域住民の日術生活の用に供されるjl【道
公益上必要であり、かつ．当咳叩道を設
けること以外にその目的を達成すること
が困難であると昭められる車道
●(2) 
●(3) 
●(4) 法の規定に適合する行為の行われる喝所
に到達するために股けられる車道であっ
て、当核IIJ道を肢けること以外にその目
的を達成することが困難であると腿めら
れるもの
．','|灘灘鱗繍鰯鵬
当咳行為により生じた股土を特別地域、特BIl保
Mljul区又は海中公回地区内において処理するも
のでないこと．
ハ
ただし轡 特別地域以外の地域にM2出すること
が著しくｐ１ｌＭｌであると認められ、か
つ、第２極特別地域又は第３仙特Hll
地域内においてその風致の維持に支障を及ぼさない方法で処理すること
とされている場合にあっては、この
限りでない．
●砂防工Wl等地形若しくは植生の保全に資すると昭め
られる馴業を行うために行われるものであって口及びハ並びに次号口からホまでに掲げる基準に適合す
るものについては．この限りでない．
｢百一｢Z7H蚕iI闘うi而了:３百7Ｔ７;7F耐Z~戸－７＝当骸J1l道が次のいずれかに該当すること．
●(1) 農林漁業、鉱業又は採石業の111に供
される噸道であって．当酸Mx道を股
けること以外にその目的を連成する
ことが困ｉｉｉであると認められるもの
::隣'１if蝋●(2) 
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（２）許可、届出等取扱い方針
「国立公園内（普通地域内を除く）における各種行為に関する審査指針」及
び「国立公園集団施設地区等管理規則」によるほか、下記の方針によって取
り扱う。
行為の種類
夏l計画に合封舩刀 lllnIZI県’
IIL砧 眉股び1８
収り柵スEIIAllLユテト０
嵩ｌＨｍ～内容等の課;条件から、風致昌餌卜の古鴎IFlR・・・
Ｊ、
呈鹸′ＮＩＢⅣf笥迩ロト０）判ＩＩｎＴｌＥＴ閥「筐
ａ＝酢軍場児 ｓける建築物等の径
、必要性、内容【等を点械ｑｍｒＭり
、的に統合、懸理をＭＺ
規意l丘は木造の山ﾉ小屋lｉ 型)ｐｕＬ府
話根勾臼刑土原［ JjZlPq 
ｉｎ、ｋｌ}１ＭlⅨ 汰材HＳＩＺＰｆ
MN1Ul目２
HＲＭＤ 
革↑Ⅲ
項目 取扱方針
需丁
'二|然公|刺法の１ivil｢Ｉ施設i没ii'ﾘiLiIiにｌｊＬIするIlill度と述)'１ 303 
行為の翻類
ＩＦＩＰ〃ｊＬ＋0ｍ
釘がない地Ⅸ
合川に適した方石 町ＩＪＩにＨ１
T7n『】Nil防１１－７片Ｎ'び便
条例ｌの甚迦を洞 ｎ７ｋＥＪ~DM2z 
会ｉ７１ｊ普膳会り
ＭＩＨⅨ 
此仔1竜柾の建て智
ＥＩＵトｔ１ｍ葛41Ｐ尿･キ昌廻
ＩｌＦ晋同ロ陰 辺~方応1０ 阻害する位置
種 項目 取扱方針
外壁
● 
● 
● 
落ち着いた茶色系
(マンセル値２５VR3.5/３．５，５YR4/5、
10YR4/３，５YR3.5/４，７．５R2/３ 、
10R3/２，５YR2/1.5、及びこの近似色）
自然材料（但し、塗装しない場合）
については素材色とすることが出来るｃ
嘉門次小屋、山岳研究所、中日支局、
上高地郵便局、松本営林署保養所、健
保山の家、中部電力出張所における外
壁（倉庫等付属棟を除く）については、
￣ 部（小口、窓枠、ベランダ手すり等）
に白色系（マンセル値Ｎ-9.0 、
N-8.5,Ｎ-8.0、及びこの近似色）と
することが出来る。
ﾙIlll し尿、雑排水は、公共下水道に流入処理する。公共下水道 区におけるし尿、雑排水については、寒冷地 法により適切に処理し、水質汚濁防止法及び長野県「公害の防止に関する 」 基準を満たすほか、梓川の水質の保全のため万全の措置を識ずる゜新設は、道路等を利用した地下埋設以外は許可しない。既存電柱 替えにあたっても、極力地下埋設を指導するが、やむを得ない場合は主要展望地点、主要展望 向の景観を を避ける。
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（３）公園事業取扱い方針
事業の種類
ＸＩ昂
蝋MH棚Z）１Ｍ
?』
叉びこの近似便
屋根がこげ茶色系の場合
Ｍ／３，１０ 
皮ひこのI
地区 項目 取扱方針
屋根
● こげ茶色系
(マンセル値７．５R2/３，１０R3/2，
● 
5YR2/1.5、及びこの近似色）
赤錆色系
(マンセル値７．５R4/８
10R3.5/７．５，７．５R3/６ 
及びこの近似色）
、
、
川口|藍’
'二1然公園法の耐｢I施設設i脳馴(;に|iM1するIlill度と運)1］ 305 
事業の種類
､E業員宿舎、倉庫等の付属棟の伝
Ｕ届出等Ⅲ扱い方針０
連理
111-
西出等取扱い方GlU
地区 項目 取扱方針
外壁
● 
● 
● 
自然材料については素材色と
することが出来る。
屋根が赤錆色系の場合は、
自然材料を用いたこげ茶色系
とする。
(マンセル値は「屋根こげ茶色」
に準ずる）
上記外壁の色彩は２色以内と
する ◎ 
｡－部（小口、窓枠、ベ ￣ フ ンダ
手すり等）に白色系（マンセル
値Ｎ-9.0,Ｎ-8.5,Ｎ-8.0 、
及びこの近似色）とすることが
出来る。
Ⅱl臆Dlilill
306 
事業の種類
Ｚｎ＄０ 
風より内llllに即&
管制一丞巡、０
期の病１口l収IlY：自が侭
土に盟寺ゾへ、
今にl咄
施設は価圏
M１楢
のための基憾一帯のHll鰯
企１m胡団油曲１コ目 登山及び目然探勝０
11ｔ詩０
実をIXl
夏１現況規槙程 】IｌｌＸ
詞出等jlXIli【い万針のｌ律課
地区 項目 取扱方針
'二Ｉ然公|刺法の術|i｢Ijitl設設ii(i恭準に'1MするIIill度とＭ|］
資料４上高地地区集団施設区内宿舎事業取扱要綱
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１'１部llII7ilIl立公隙l-MjjUMlliIl殻地区Iﾉkni5i今事業取扱要〈ｉｌｍ
Ｉｌｊ部lIIl門'五|立公MI2il91j地鵬卜llliil設地lXIﾉｨの1iri合事業のllY扱については，本要領による。
ｌルｌＵｊ針
(1)）l;〔'''１として，新1Mｲﾄﾞi舎亙}了業の参入は認めないこととする。
(2)jMl設の述設ﾉMしぴ維徽にあたっては，」z高地の風致li1j【Mの保識に光ｸ)iliLluされている
ものであること。
(3)liij設は，（M1iIiilIⅢな部分もIilli保されるなど，約'１:片等の柵｢1にも充分門UMiiされてい
るものであるとともに，集ﾄllliIji没jlulﾒ:全休として統一のとれた外観愈匠となるようlid，
ＩＩｊｉされているものであること。
２取扱い方針
（１）救地は原１１１１として既使111許1J地Iﾉｨであること。
（２）外iM，意匠は木造風とし，jIi純，ｉｉｉ１ｉ１なものであること。
（分１１１根は切斐とし，IliI:のり!('1|しを設けるなど，ｊＡｊ終のとれたもので，１１州(勾１，１[1,は，
ｌｊｌ(１１１１として３／1()以-ｔ，５／10以下であること。
（ｲ）ﾀﾄﾊﾞＩＷ料は，121然材料籍し〈は)ICi1(のない１２１然紫材を模したものであること。
（ｳ）外部の色彩（l削殺及び煉突を念む）は，Ｉ」1然にii1MｲⅡした落ち論いたものであるこ
と。
（３）修餓１１t〔紋については，ljj(111|として｣〕l地lii樹ｲiiiとli1帆のものを仙)|}し，トiIi1i1水等が４１i
した場合はＩＩＩｌＷ〔を行い，環境のｌ１ＩＬ排に努めるＭ)であること。
（４）lilL築物（従業川ii令，機械衆，ｊＭｉ等の附１１]i鐙を含む）の規棋は，次のとおりとす
る。
（ﾌｩ収容ﾉノ（標ilIi的ｲ'１拳旅航客換ii>:数ｌｉｄとする。以下|両I上）
１１千尺ホテル（パ「尺ロッジを含む)，ホテルllll鵬１１ミル上高地ｉＭ)iLホテル，上
ilq3j地帝'五|ホテルは230人，」:iI4ljjuilli糸屋'１１１１;，安鍵村徽_上高地アルペンホテル，
iiIi水腿ホテルは150人を」Ⅲとする。
なお，標iWlリイⅡ龍旅lWi客換ｊ１:数(l<1とは，客殿の様JAG，設｛１１１iによってｌ人当たり
の床iⅢ(がｿ,(なるため，各１iii｢l施設の収容ﾉﾉを|綱Ｉｉｉ１ﾘｲ11室旅fii1客数に換i>:するも
のであり，容案が〕ID常のベッド衆の場合の１人は標i((i的和峯の1.5人とみなし，
２段以上のベッド宝の場介の１人は標準｢ＭⅡ鐙の0.5人とみなす（この換;>:によ
り，客峯をj､常のベッド瀬とした｣し腸今のｌ人当たりの床ｌｉｌｉ杖は23,,に対し34.5
，'’２段以｣そのベッド室とした｣功谷のｌ人当たりのＬ１ｍｉ枝は23mmに対しｌＬ５ｎ１'と
なる。）
また，収容ﾉﾉの;>:定ﾉﾉiﾉﾐは，杵築がベッドLi{の場合はベッドの床数を，客漿が
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イ11寵の場合は客室（ｌＩＩｌし入，踏み込み，広縁等を除く）イ1]当面秋につき２畳当た
り１人とみなして計算する。
(ｲ)陶さ
間Ｉ川の林机樹jhii，Mil高等を考Iilj〔し，本屋の蛾高部は15ｍ以下とする。但し，
略屋及び煙突にⅢ)本屋の最高部から４ｍのiitilllllﾉﾘで，その設髄を認める。
なお，既に15ｍ以上ある_上高地帝|丞|ホテルについては，筒さが既存高以下，
階数が同一，かつ外観がほぼ既存建築物どおりに復元される場合は，この限りで
はない。
(ｳ）容枇率
容械率の扱いは次による。
①従業側!』i川而械を除く容横率は，８０％以下とする。
②吹き抜け部分は，机当する階の床而械として算定する。
③地下（階）部分の内，機械室，電気霊，念ljliは容械に算定しない。
①算定上，１１１！〔地面微から給排水WH1M〔等を除く。
(工）延床而横及び従業員専川面積
①宿舎の延床而械（吹き抜け部分及び地下（|ＩＭＩ）部分を含み，従業員専用而械
は含まない）は，収容力に23m､／人を乗じた数値以下とする。
②宿舎の従業貝専)11面積（吹き抜け部分及び地下（階）部分を含む）は，収容
力を次の数{ｉｎで除いたものに，１２m，／人を飛じた数仙下とする。
○-Ｍj地西糸曝'11>11;，安蝋村営上高地アルペンホテル……4.0
○五千尺ホテル（五千尺ロッジを含む)，ホテル白桃ﾗ'１:，」渦地温泉ホテル，
ii1j水屋ホテル…………………………………………………3.0
○_上il1｛j地帝|工|ホテル……………………………………………1５
rl然公園法の橘１１４１施設設置基準に関する↑'１度と運)Ｕ 309 
上高地集団施設地区内病舎事業取扱要領適合表
収容力上限（標準的和室旅館客換算数値）
230人一五千尺ホテル（五千尺ロッジを含む｡)，ホテル白樺荘，」二高地柵泉ホテル，
＿'二高地帝国ホテル
150人一上高地西糸屋'１１荘，安曇村営上高地アルペンホテル，清水屋ホテル
処理方針
☆敷地既存敷地内である。Ｙｅｓ／ＮＣ
☆屋根勾配３／10≦≦５／1０
l） 
2） 
☆規模
◎収容力（変更後）＝和室（人）
＋洋室（人）（シングル，ツイン，トリプル等，ベッド数×1.5）
＋洋室（人）（二段ベッド以上の部屋，ベッド数×0.5）
（）＝（）＋（）＋（） 
◎高さ１５ｍ≧ｍ（蟠屋，煙突はプラス４ｍまで可｡）
◎容積率（従業員専用面積を除く。吹き抜け部は相当階に算定。地下（階）の機械
室，電気室，倉庫は除く。）×100
延床面積÷敷地而積（給排水路敷等は除く。）
、`÷，,f×100＝≦80％
◎廷床面積（吹抜及び地下を含み，従業貝専)Ｉｍｉ横は含まない。）
230人×23m‘／人＝5290m`≧1,,,
150人×23m‘／人＝3450m'≧、！
◎従業員専用面積（吹抜及び地下を含む。）
五千尺ホテル（五千尺ロッジを含む。），ホテル'二I樺洲;，上高地温泉ホテル
230人÷３．０×１２＝920,112≧ｍ‘
上高地帝|劃ホテル
230人÷１．５×１２＝1840ｍ､≧ 1，２ 
上高地西糸屋川1;,安曇村営_'二高地アルペンホテル
150人÷４．０×12＝450,2≧ｍ２
上高地帝国ホテル
150人÷３．０×１２＝600ｍ`≧ｍ、
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TheProvisionsandOperationofCriteriaforConstructing 
LodgingFacilitiesStipulatedbyNaturalParkｓＬａｗ 
－ＣａｓｅｓｔｕｄｙｏｆＫａｍｉｋｏ‐chiregion-
ＨｉｒｏｎｏｒｉＫＯＩＷＡＩ 
《Abstract》
Ｉｎｔｈｅｍｉｄｓｔｏｆａｒｅｃｅｌｌｔｌ)oomofmountainclimbingbymiddleand 
agedl)ersonsandlOOfan]ous-mountainclimbillg,specialattentionhas 
beenl)ａｉｄｔｏａｐｒｏｂｌｅｌｎｏｆｅｘｃｅｓｓｉｖｅｕｓｅｏｆllaturalparksagain・Peoples
tendtoconcentrateonsl〕ecificareasofpol)ularlIaturall)arksand
therefore,theyintendtoenjoynaturalellvironmellt,tboughl)einggoing 
todestroyit・
Intbiscontext，thisstudydiscussesaproblemofprivatelodging 
facilitiesinnaturalparks，inparticularinnaturalparksfromthe 
aspectsofprotection，use，andexcessiveuse・Ｓｌ)ecifically，sucha
problemisdiscussedｔｈａｔ“Agaillstwhatbackground，ｈａｖｅlodging 
facilitiesandmountainlo〔lgesbeenconstructedandthenextended？In
thefuture，ａｎissue”whatkilldofrestrictionsshouldbeprovidedto 
indirectlycontrolexcessiveuseoftheln?'，ｗｉⅡ１)ｅdiscussed・
Accor(1ingly，ｉｎｔｈｉｓｒｅｌ)ort，illitially,actualsituatiollofthesefacilities 
issunlmarizedandissuestobesolvedareextractedFil･ｓｔｏｆａⅡ，a 
surveyofNatul･ａｌＰａｒｋｓＬａｗｉｓｎ１ａ〔ｌｅｔｏｃｏｎｆｉｒｍｔｈｅｐｒｏｖｉｓｉｏｌｌｓｆｏｒｔhe
protectionanduseofthemstil)ｕｌａｔｅｄｂｙｔｈｅｌａｗ、Inaddition，the
provisionsforlodgil]gfacilitiesandthecriteriaforconstructingthem 
aresulnmarized､Secolld,gMngtbeKamiko-chiregioninChul)uSanga‐ 
ｋｕＰａｒｋａｓａｎａｃｔｕａｌｅｘａｎ]l)Ie,therestrictionsal1dcriteriaforlodging 
facilitiesarereportedFinally，ｔｈｅissues，whicharerelatedtothe 
relati〔)Ilshipamonglodgillgfacilities,ａｓｗｅｌｌａｓｔｈｅl)rotectiollanduse
ofthemandwillｂｅｔａｋｅｌ１ｏｖｅｒｂｙａｆｕｔｕｒｅｓｔｕｄｙ，aredescribed． 
